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■

著
者
は
處
用
心
理
學
；1
般
を
輿
攻
：1
、

心

：理

學

の

實

：管

靈

用

方

: ®
d

:

f
從

事

せ

ら

托
.性
能
i

仕

*

ど

の 

腳
係
を
研
究
の
題
：

I
E

V
J

し
て
海
外
遊
學
を
終
へ
て
昨
年
歸
朝
せ
ら
れ
た
o

著
者
.は

本#
に
於

て「

適
材
を
適
所
に
配 

S

し
て
職
業
活
動
を
合
理
化
せ
ん
が
た
め
に
、
人
問
力
利
用
‘の
原
理
並
び
に
方
法」

を
應
川
心
理
學
の
立
場
か
ら
硏 

究
し
、
之

れ

に一

の
體
系
.を
與
ベ
んV

J

す
る
も
の
で
あ
る
。

適
材
適
所
の
耍
求
は
旣
に
古
.ぐ
ょ
り
存
し
た
が
、
最
近
所
謂
能
率
增
進
の
問
題V

J

關
聯
し
て
此
の
要
求
の
意
義
が 

1

般
に
深
く
認
め
ら
る
、
に
至
つ
た
"

乍
然
、
從
來
能
率
學V」

し
て
の
科
學
的
管
琊
法
，は
、
著
潘
も
認
む
る
が
如
く 

独
々
人
|1
1
]を
機
械
視
し
、
其
が「

人
間
能
率
をE

途
す
る
ど
は
稱
す
る
も
.の
、
、
人
叫
能
率
の「

技
術
的
物
理
的
增
進
.に 

終
始
し
、

そ
の
心
的
增
進
に
關
係
せ
る
所
は
實
に
僅
小
で
‘あ
る」

。從
づ
て
此
の
.點
に
.關

し

て

科

學

的

管

理

法

.は

米

だ 

®
人
を
し
て
信
賴
せ
し
む
る
に
充
分
，で
な
く
、
數
多
の
問
題
を
應
用
.心
理
學
の
た
め
に
殘
し
た
。
本
書
は
.正
に
其
の 

一
つ
の
重
要
な
る
硏
究
辦
頊
た
る
適
材
配
置
法
に
關
す
る
應
用
‘

理學の。ー
部
し
て
の
系
統
的
硏
究
で
あ
る
。
 

而
し
て
此
の
方
而
の
硏
究
に
蹦
し
て
は
，近
來
幾
多
の
內
外
心
理
學
漭
が
、
各
特
殊
の
方
而
に
於
て
斷
片
的
に
硏
.梵
を 

行
ひ
つ
、
あ
り
、
又
今
日
吾
々
が
此
办
方
而
に
於
け
る
體
系
的
著
作
を
见
出
す
こ
^

必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。
 

乍
然
此
等
の
难
行
著
.作

( 1
職
業
心
理
學
の
.
.全
範
圍
.| ;
渡
つ
て
、

適
材
適
所
の
.要
求
，に
出
：發
す
る
究
全
な
る
組
織
系 

統
女
與
ふ
る
.

に
不
完
全
で
あ
■

る
か
、
或
は
未
だ
一
部
分
の
完
成
.

に< 
過
ぎ
な
‘
い
。
さ
れ
ば
著
，：^

が
、
職

槳

心

理

學

の

搭

.

頭
は「

日
尙.
ほ
浇
く
/
 
:
 
•
未
だ
學
問
ど
し
で
の.
組
織
®.
體
系
を
備
ふ.
る
迄
に
は
至
ら
す
、
且
つ
將
來
，開
拓
を
待
：つ
.幾 

务
の
釆
繼
の
原
理
が
殘
さ
ル
て
ゐ
る
の
で
办
る
。
会
が
玆
に
敢.
へ
て
之
が
系
統
組
織
を
贰
み
る
も
の
"
雜
»
こ
の
欠 

を
補
は
ん
が
爲
の
微
意
に
外
な
ら
ぬ.
の
で
'あ.
る
‘。」

ビ
云
ふ
。
皆
々
は.
著
^
の
此
の
，努
力
に
對
し
て
多
大
の
敬
#
を
表
‘
 

す
る
ビ.
共
に
、
從
來
科
學
的
硏
究
の
範
圍
に
於
て
は
多
く
諸
外
國
の
著
作
に
一
步
を
讓
；ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
：吾
國 

に
於
て
、
本
»

の
如
き
は
$
に
其
の
一
例
外v

j

目
す
る
こ
ビ
を
得V

ぐ
、
職
業
心
现
學
0.
今
後
の
發
達
に
對
し
て
® 

要
な
る
地
位
を
占
む
る
で
あ
ら.
ぅ
。

.
本
*
は

第T

篇
摩
論:>._
1ニ
辙*
奮

0置
分
€
ぞ

観

碰
_
1
* :_
_
ー
_

實

鲁

導)

の
三
篇
ょ
り
成
る
。
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,

職
.業
心
理
學
の
體
系
か..ら
沄
へ
ば
，
適
材
配
置
法
の
碑
究
が
可
能
ど
せ
ら.
る
’、
が
た
め
に
は
、
先
づ
其
の
硏
究
を 

支
抜
すV

き
礎
臺
ビ
し
て
一
一
つ
の
基
礎
的
硏
梵
が
必
袈
で
あ
る.
o

一
 

は
職
業
分
析.
で.
あ
j
他
は
性
能
硏
究
で
あ
る
。
 

是
等
ニ
の
®
礎
的
硏
究
は
、
適
材
適
所
の
ニ
而
即
ち
.職
業
^
人
，$
に
關
す
る
充
分
，に
し
て
確
實
な
る
知
識
气
簡
明 

に
し
で
：信.
賴
す
ベ
き
鑑
別
法

:̂
を
供
ず
る
も
の
で_
あ
る
。
i l
r
E '
職
業
心
理
學
の
‘理
論
的
基
礎
で
あ
ぅ
且
つ
出
發
點
で 

あ
る
。，
本
*
第
二
篇
は.
此.
の.
基
本
的
硏
究
に
當
て
ら
れ
て.
ゐ
る
。

.

職
業
，心
理
學
の
範
圍
に
於
て
は
職
業
活
動
そ
の
も
の
、
心
理
學
的
矾
究
が
重
翦.
で
あ.
&
、
職
業
の
形
式
的
•
技
術 

的
，經
濟
的
方
面
ょ
ト
す
る
外
®

的
硏
究.
即
ち「

業.
態

調

査」

ょ

り

は

、
職

業

の

心

，的

內

容

‘を
人

の

性

，能
.
に

關

係

せ

し

め 

て
分
析
す
る「

性
能
調
査
*j

が
遙.
か
、に
必
婴
で
あ
る
。
而
し.
て
著
者
が
、
職
業
の
k分
析
‘並
に
.其
の
分
類
に
於
て
是
認
す 

る
极
本
的
立_.
場
は.
凡
'.そ.
次.
ぎ.
の
，如.
く.
で
‘あ
る
。
讯.
ぢ
各
®
，職
業
の.
要
求
す
.
^
一
 

般
素
®
;

殊
^
用.
部「

*5K能
.」 .

を
格
i(
? 

ど
し
て
當
該
職
業
作
業.
を
營.
む
に
必.
要
な
る
、
苦
し
く
は
* -
好
適
。
知
能
の
範
圍
に
就
い
て
谷
其
の
最
高
最
低
の
兩 

限
界
を
決
宛
す.
る
こV

J、

E
に.
各
®
職
業
を
營
む
に
欠
ぐ.
ベ
か
、ら
、ざ
.
る

简

々

の‘特

殊

能

力

の

發

見

气

與

の

，數

贵

的 

測
定
に
依.
る
必
耍
な
る
，谷
特
殊
能
カ
の
'相
對
的
重.
耍
度
0
決
定
於
必
耍
で
あ
る
。"
蓋
し
取.
に
知
能.
に
依
る
職
業
の
分.
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第
ニ
十
ニ
怨
S

I

新
I

介 

望

號

I;
ハ六

.

#

に.
於
、て
は
奇
<

は
漸
ぐ
里
ハ_

め
職
業
'
群..
を
區
別
し
得,
る
に
，遇
ぎ
，す

、

甚

だ

し

く

分

化

せ

る

今

H

の
多
數
の
職
%
 

に
對
し
て
は
取
に
此
れ
の
み
を
以
て
し
て
は
未
だ
充
分
な
る
差
違
を
明
に
す
る
を
得
な
-

い
が
故
に
、
同

.

一
知̂

K

準 

に
あ
，る
各
秫
職
業
の
必
要
^

す
‘

る

就

特

殊

能

カ

の

質

及

び

：：

il
l

に
於
け
る
楚
興
を
，破
定
す
る
こ
ヾ」

が
必
恶
<

な
る
。

職
業
分
ザ
ヴ
ぁ
'̂

11
業
4*

の
逾
#-

又
は
T

M;
#'
0

南
‘
何.
な〗

る
も
の
：な
る
か
^

肋
險
に
-さ
^

得

だ

士

し

て
-

も
*

之
に 

從
^

す
々
き
#:,

人
の
性
格
能
力
其
の
を
の
、
檢
定
の
'
方
法
が
.不
完
全
で
あ
れ
ば
適
材
を
‘
檢

出

し

之

を

*险

所

に

*

1

す 

.

，る.
こ.
ビ

は
，不
可
能
で
あ
る
6

敗

じ

，職

磐'心
，
a

學
に
於
て
$

人

の
性
能
檢.
齑
に
關
ず
る
理
論
.

的
硏
兔
が
，必.
要
々」

な
る
。 

乍.
然
、.
性.
能
硏
究
31
机
自
體
は
本
來
職
齋
心
理
學
.

に
®

す
る..
も
の
で
は.
な
く
、
差
興
心
理
學
或
.は
個
性
心
運
學
の
一 

部
を
形
成
す
べ
き
も
’
の
で
あ
づ
て
ク
前
者
ぱ
後
者
の
座
論
的
硏
究
を
援
用
す
る
を
以
て
足
‘
る
。
而
し
て
著
渚
は
別
.こ 

「

性
能
确
究
‘

」

な
る
別
@;

の.
著
作.
免
企
關
.

せ
&

を

、
が
故
に.
、.

本
書
.

に
於
て.
は
單
：に
從
來.
の
胜
能
硏
究
法
を
.

ー
睃
し
、 

典
0.

職

業
>&

理
學.
£

愈
翁
を
.

考
蔡
す.
.

る
'
に
止
知
‘.
る
。

': 

-
:

'

第

三

篇

に

於

て

は

牌

に

®

一

 

1

篇
，に..
於
.で
露
せ
ら
れ
た
る
職
業
心
理
導
の
棊
礎
的
硏
兇
以
結
架
に
菽
い
て
、
S

 

實
JF-

的
方
，面
が
取
扱
な
れ
で
ゐ
る
。
本
篇
‘は
分
れ
て
三
寧
を
成
す
■:°

著
激
が
第
一
に
-
//
!
1

題
ど
す
る
所
は
^

:

^

1#
逾
ハ 

、ら
區
別
せ.
ら
る
'

ベ
き
適
性
檢
赍
で
あ
る
。
蓋

し

性

能

檢

査

は

唯

だ

其

れ

の

み

を

以

て

し

て

は

漱

だ

上

の

贺 

値
.

を.
有
す..
る
も
の.
で
は
な
い
。
即
ち
牲
能
敝
査
に.
於
，て
は.
龜
蝴
不
適
材
の
區
別
は
不
可
能
-

で
あ
る
。
K

業
分
析
の
結 

•M

吾
々
の
“知
り
#

た
る
谷
特
殊
職
業
，の
必
耍
性
能
に
對
し
て
各
人
の
職
業
的
適
否
を
確
定
す
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
る
。

兹

に

續

檢

裳
f

、
而
し
て
S

鋈

來
S

4

J

I

檢
？

棚
_

檢
？

未
，S

論
的
に
は
充
分
の
滿

足

を

供

じ

揭

な

い

も

_の

で

は

，あ
，
る

が

先

-o'

採
る
ベ
き
方
法
な
：

C
V
.V
J

す
る
o
,

'
H

に
逾
#

配
®
:

の
實
用
的
方
而
は
ー1

9

の 

立
場
に
於
て
可
能
，
.

で
あ
る.
。：
即
ち
.
--
*:

は
適
材
’
の
a

拔
、

|

ー
.

は
職
業.
指
樣
；之
で
あ
る
。.

著
渚
は
適
材
a

故
に
於
て
各 

導

務

的

職

業

、
鄭
W

技
‘
術
的.
職
業
及
び
商
業
.

に
®

し
，て
ば.
特
に」

敗
知
能
檢
资
の
適
性
檢
f

,

し
て
の
患
f

®

 

要
A

す
A
f
o

而
し
で
職
®

街

導

の

場

合

‘に

於

け

る

逾

t

、0'
继

定

に

當

つ

v

ば

-
、
-
著

奔

は

英

米

流

め

I
k
知

泡

生

義y 」

獨
乙
.流

の
. «

殊
知
能
:+
:

義
の
孰
れ
に
名
«
.
せ
す
、
兩
渚
^
.
册

;)
«

オ

；
る

「

ニ
#
.
鑑

別-主

義

：
し

を

以

て

何

々

」

す

。

尙

，ほ

..職

紫
 

指
t

は

见

の

施

遛
± .
-
主
’な
し
て
靑
少
弗
名
め
.：に
.
適
職
を
^
宛
す
る
を
以
ズ
主
服
ビ
す
る
が
俅
|:

、
彼
等
の
知
能
1 

m

味

の
»

向
を
精
*

す
/0
, 0

必
耍
な
る
は
素
，ょ
b

、
著
者
: ^

職
、業
P

關
す
る
忠
賓
、
訓
練
、
敎
育
の
重
耍
を
說
き
o 

叉
職
寒
授
與
若
し
く
は
紹
介
の
後
尙
ほ
彼
等
靑
少
年
に
對
す
'
る
保
.議
を
カ
#

す
る
.。
而
し
て
.著
.紫
が
) «

業
游
導
ビ
B
 

聯
し
て
今
日
^

厕
^

公
.立

職

業

紹

介

观

必

辦

業

^

:1
1

し

で

述

：
ぶ

：
る

^

の
.觅

解

は

又' «

か
;(
;

吾

々

の

一

，
考

に

A

す
る
好
.. 

で
ゐ
ら
ラ
。 

‘
■

ノ

/
 

_ 

• 

'

‘

:

著
^

V
J

共
に
五
：！々

は
職
業
心
理
學
の
た
め
に
一
つ
の
注
意
す
べ
き
事
實
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
凡
そ
適
材
適
所
の 

理
想
に
對
す
る
‘從
來
.
の
努
カ
は
吩
に
傅
說
的
で
ゐ
&

、
又
主
觀
.的
の
椎
.斷

に

基

气
.
、
威

は

次

非

科

爆

的

の

靡

斷

に

滿

，
 

足
し
，
た.。
.
職
f

L>

理

が

は

、‘反
之
、
常
に
客
«

的
：4
0

.理
論
.的
«

證
め
.
上
.に
適
材
の
配
‘镫

を

事

實

.に

可

能

な

ら

し

め 

ん
ど
す
る
硏
觉
で
ぁ
る
。
然
か
も
職
業
心
理
學
は
今
日
迄
の
所
必
す
し
も
總
て
に
於
て
完
全
な
る
科
學
的
硏
觉
の
射 

果
.
に
達
し
得
た
の
で
は
な
い
。
■蓋

し
®

雜
把
し
，て
動
的
芬
る
人
愉
の
.精
神
を
取
扱
ふ
場
合
に
は
直
ち
に
此
の
事
は
親 

み
得
な
い
か
ら
で
ぁ
る
。
さ
れ
ば
吾
々
は
職
業
心
理
學
上
の
’
硏
究
の
結
果
.が
實
際
に
應
;!
]

せ
ら
る
、
場
合
に
は
蓋
然 

性
に
於
て
適
材
の
配
置
‘が
，可
能
.な
.る
こ
ど
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
事
は
職
#

心
3!
學
の
實
際
的
應
用
の 

無
劾
來
，を
辕
縣
す」

0
,も
の
で
は
な
い
。
職
業
心
理
學
に
は
未
”
多
く
の
問
題
が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
。
特
に
職
業
分
析
の 

系
統
の
如
き
は
複
雑
多
様
に
し
て
一
朝
に
し
て
完
: t
e

し
得
ら
れ
ず
、
故
に
宛
か
も
世
界
の
心
理
學
漭
は
Ji
b

の
方
®
に 

於
ては

，
-

1

つ
の
共
同
辦
樂
及
完
成
に
努
カ
，̂

つ
、

ぁ
.る
^

見
做
；
る
_べ
’為
で
：̂
る
/ 0
‘. 

‘
，
：

.

.

本
#

は「

‘
菊

舾

七

ぴ̂

風

の

永

册̂

ぁ
V

，著

者

は

特

に
.

其
0
;

職
業
分
浙
並
；に
傭
材
選
拔
の 
一j

章
に
於
て
從
摩
各
國 

の
歼
^'
:

者
に
、依
^
-

て
行
は
れ
‘.
た
‘-

る

特

種

亂

究

を

參

數

揭

げ

。、

■

時

に

著

者

自

ら

め

，立

®

に.
於
て
一
々
是
等
の
硏
.货
を 

批
W:

、’
評
價
し
、
今
1

の
發
族
に
對
し
て
意
,

ぁ
る
硏
究
の
方
途
を
示
さ
‘
れ
し
は
«

だ
多
<

す
べ
き
で
ぁ
る
。
尙
ほ 

章
或
相
節
®

に
引
川
著
®

並
，
に

し

論

文

を

記
，®

せ

ら

れ‘
た
る

は#

に

後

，學

漭

の

噥

劝

に

*

だ
有
葸
莪
で
ぁ
.

る
。.
乍
然
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.

.
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'
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卷

末

に
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を

附

す

る

の

勞
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惜

ま

れ
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何
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遙
.か
に
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な
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を
感
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^

本
«

は

著

者
.-
0

勒
*

に
な.
る「

應
:.

^

心
'
理
學
硏
究」

の
第
三
卷
ど
じ
て
刊
行
せ
ら
^

し
も
の
で
ぁ
つ
ご
、

好 

a

池

能

硏

究

、
「

作

業
心
理

學

ム

及

び

コ

軍

^

心
理
事
し
の‘三
卷
は
纏
て
公
刊
せ
ら
气
へ
ぐ
、
又「

I

.

&

J

學.
^

喻
，

r

■

^

1

」

、「
廣

吿

翁

學

」

及
び「

敎

育

心

輩

」

の
四
卷
I

f

、
吾
々
は
此

議

l
l i
l l
管

べ

贏

か|_

_

痛

1
ー

脣

ン

c

昭
和
！i

l

l

s
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上

避

陽1

敎,
產

業.
能

率_
槪

論

‘.

.

f

時
.
.
S

A

々
Q

ル
に
^

^

6

れ
2

も
の
を
最
近
再
‘
び.
一■般
謂
I

.

た
め
に
公
刊
せ
ら
れ
た
る
も
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• 
.

.
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.
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-
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-

漏

i
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!

p

_
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l
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J l
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の
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f

藍

I

ど
は「

產
業
ノ
タ
メ 

一一«

ス
ト
コ

.

ロ
ト

-

.ソ

ノ

結
果
‘
卜：i

ベ
テ
、ナ

ゾ
ノ
べ
グ
ソ
ノ 

u
 

i

ナ
W

シ
メ
ノ 

n

丨」

‘喊
は「

最
W

ノ
限
度.
ノ
資
本
•

物
質
.
•

知
fi
t

.勞
働
ヲ
費
ャ

シ
、
生
s

 

m

ッ
ク
ナ
.ル
ベ

£

r f,

ノ
レ
w

l,,

r

>

1L
W

五
頁)

而
し
T

產

業

輩

の
直
接
目
的
.

导

る

所

は
®

I

「

品
質
ノ

向

上

、
出 

4

1

炸
1

•!

作
-

^
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ノ
J

Jr」

て
^

う

(

一
一
〇
;1.)

.

，其
;0

結
果
は
隹
產
赞
め
猶
少
‘
で
ぁ
る_
:°(

一
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七
8

俺
粲

く
の
如
き
：

n
i： F

ビ
钴
梁.
ど
の
た
め
に
、
先
づ
生
產
上
の
人
的
要
素
#

に
物
が
要
素
r

讲

す

，

ぁ

/
1

1

;,
!

せ.
i

、
こ
J

I

,

I

ぅ
、
而
し
て
I

の

標

準

化

墓

の

維
f

 

I

现
せ
^

>

こ
汲
出
來
高
及
び
製
作
期
間
の
標
準
の
確
定
が
可
能
ど

f

、
S

製
f

 

M
 

i

せI
ら
Jl
l

。
故
こ
著
f

丸
解
に
於
て
は
結
周
產
業
能
率
の
僧
進
は
製
造
原
|

し
て
3

の
豫
1

^

^

:

:

歡

 
l

i
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! l
s l
^

p

l t
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^
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l

3
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?

す
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1
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雲

に

？

る
ー
應
用
科
學
中
に
解
決
せ
I

べ
き
；"

の

ブ

き

ゼ
I

t

 

I

ち
こ
：著
#

の
龙
率
槪
贪
に
瓚
同
し
得
0

い
。
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ち

れ

び

驗

r
i

に
们
ち
樹
！

S

る
標
準
は,

定
の
方
法
、
手
續
、
設
備
の
下
に
I

"

ら

は

こ
-

"

S

で
あ
る
。
か
く
て
著
者
‘の.
羅

#

は
標
準
化
論
ど
標
準
維
持
？

に
分
た
る
、力

に

^

t

n

丨：\

i

f

f

 

|

墓

準

化
m

s

2

及

び

璧

組
織
渝
に
.

至
つ
て
‘
著
游
ば.
右
の
檄
準
化
を
#

實
に
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
適
^

な
る
J

%

®

权
ク
必
1

ブ」

鼠
.

•̂.
T:.
.

m.
織 W

 

し
て 

H
a
y
lo

r.

の 

f
u
n
c
t
io
n
a
l 

f
o
l-
e
m

s
s
h
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を

是

，認

す

る
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本
書
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し
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能

率
|

」

4

ふ
も
、
吾
國
，S

S

科
學
I

f

'
tr
f

 
I

翥

t

、ら
記
ず.
る

が

如

ぐ

、
，
簾

凝

義

幽

場

^

麗

的

射
-*

こ

询

し

て

は

最
.

近.
吾

朋.
に

於
'
て

も

國

松®

氏
，
•

の「

科

學.
朌

管

理.
法
，綱.
要」

(

大
JH

十

五

年)

が

あ

る

。

札

の«!
'力 

T
a
y
】
o

r

の
科
學
的
奸
览
の
晉
i

做
，玄

•
、
念

を
#

へ
る
‘(

第
二
編)

.

に.
*

し
て
、
本
«5

は
樑
邓
論
を
^

に 

p

l

s

s

i

s

l

s

。
乍
然
、
國
I

が
科
學
的
管
理
法
に
對
す
る
從
來
の
非
難
に
對
し
て
取 

の
救
濟
こ
贺
ぐ
て.
の
旧
意
を
持
た
る.
、
に

對

し

て

、

本

著

者

..
i
.

.

か
に
熟
心
に.

T
a
y
i
i
m

本
來
の
H

へ
て 

が
る
^;

結
懸
酸
だ
す
，
米
®
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於
げ
る
科
學
i
的
管
a
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科
學
か
，■ら
’
温
情
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の
傾
向
&

迪
れ
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